
はじめに

　今日，食の安全・安心への関心の高まりの中で，国

産食材を求める声が日増しに高まっています。その中

でも，きのこは農薬や化学肥料を使わない安全・安心

な食材として大いに見直されています。北海道では，

生シイタケのほか，ナメコ，エノキタケ，マイタケ等

の生産が各地で行われており，特にタモギタケは全国

生産量の 8 割以上を占める等，全国有数のきのこ生産

地となっています。平成 19 年の生産額推計が約 94 億

5 千万円で前年比 1.3％の増加となりました 1）。この

うち，全体の 37.6％にあたる 35 億円の生産額を誇る

生シイタケについて，道内外の動向を紹介します。

生産の現状と課題

　北海道の 19 年度の生シイタケ生産量は，4,405 ト

ンで徳島，群馬，岩手に次いで 4 位です。このうち菌

床栽培シイタケは，3,906 トンで徳島，岩手に次いで

3位となっています。道内生シイタケ生産における「原

木栽培」と「菌床栽培」の比率 1）は，それぞれ 11.3％，

88.7％となっており，規模の拡大や省力化が行いやす

い「菌床栽培」の比率が年々高まっています。この菌

床栽培の比率は，全国平均の 76.2％を上回っていま

す。

　一方で，菌床栽培に適した良質なおが粉の入手が困

難になりつつあるとの声が道内で増えており，良質な

培地材料の安定確保を図る必要性が高まっています 2）。

また，最近 10 年間の取引単価が下落傾向にあること，

燃料価格等が高騰したことから，「生産効率の向上」

と「生産コストの低減」を図ることが求められていま

す。

　さらに，輸入生シイタケが以前より少なくなったも

のの国内消費そのものが伸び悩んでいる状況にありま

す。そこで，品質が良く安全・安心なシイタケの生産

を行うこと，「付加価値向上」に向けた取り組みを促

進し，他産地との品質による「差別化」とともに消費

拡大を図ることがますます重要になってきています。

シイタケ栽培方法の動向

　前述のようにシイタケの栽培方法には，広葉樹の原

木を利用した「原木栽培」とおが粉を栽培の主原料と

する「菌床栽培」の 2 通りがあります。後者は，1985

年頃開発された比較的新しい技術です。10 年ほど前

は，道内の「菌床栽培」の比率は 50％弱，全国平均

は 30％超といった状況でしたが，近年急激に「菌床

栽培」の比率が高まっています。

　経営方式としては，菌床を自分で仕込む「自家培養

方式」，あるいは培養菌床を購入する「購入菌床方式」

のいずれかとなっています。栽培方式としては，自然

の気候を利用した「自然栽培方式」と人工的に冷暖房

をコントロールする「空調栽培方式」があります。き

のこの発生方式としては，菌床全面から発生させる「全

面栽培法（写真 1）」と上面から発生させる「上面栽

培法（写真 2）」があり，比較的新しく省力化が期待

される「上面栽培法」が道内でも普及しつつあります。

安全・安心に向けた取り組み

　ここ数年，食の安全性に不信感を増大させる問題が
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発生する中，特用林産物でかつ食品である

きのこでも安全性が強く求められ，国や都

道府県あるいは民間主導により各種取り組

みが行われています。実際に生産地では，

生産履歴管理を自主的に導入したり認証制

度を活用したりして安全・安心をアピール

しています。

　北海道においては，平成 17 年に「道産

きのこ生産履歴管理の手引」3）が策定され

ています。この中には，少ない労力で履歴

情報を管理することが可能な「基本モデ

ル」と将来の高度なトレーサビリティーシ

ステムへの対応が可能な「発展モデル」が

あり，一部導入が進んでいます。また，こ

こ数年「道産きのこ安全・安心セミナー」

を継続して開催し，生産者の意識向上およ

びシステム導入に向けた普及を行っていま

す。

生産技術の高度化に向けた取り組み

　20 年 9 月に福岡で開催された日本きのこ

学会第 12 回大会 4）では , 発表 58 件中シイ

タケに関する発表が 15 件ありました。こ

こ数年の同大会 5,6）でも多くの発表があり

ました。分野としては,栽培,食品機能性,

病虫害 ,経営等多岐にわたっています。

　栽培に関する発表内容は，表 1 のとおり

です。生産効率を高めた品種の集中発生要

因の解明 , 上面栽培技術の改良 , スギの利

用を目的とした品種開発，マテバシイおよ

びクヌギの利用による生産性および品質の

評価等について種菌メーカーや公設試験研

究機関が発表しています。

　当場では，17 ～ 19 年度に「シイタケ菌床栽培にお

ける生産効率向上技術の開発」7）に取り組みました。

これにより，道内で生産される主要な種菌について，

廃菌床利用やカラマツおよび広葉樹チップダスト利用

の有効性を見出すことができました（図1）。すなわち，

チップダストの置換率を高めることによる，子実体サ

イズの大型化や増収効果が確認されました。

高付加価値化に向けた取り組み

　前述のきのこ学会では，食味に関与する物性と香り,

きのこに含まれる成分に対する原木樹種の影響，品質

低下要因の解明等についても発表されています（表1）。

 シイタケ菌床栽培における樹種の影響に
ついて

山内ほか3名 （株）北研

カラマツおが粉を用いたシイタケ菌床栽
培

中谷ほか2名
北海道立林産試
験場ほか

海洋深層水を利用したシイタケ栽培 今西ほか4名
高知県立森林技
術センターほか

シイタケ菌床栽培初期における植物細胞
壁分解酵素活性の変動と菌床中ラッカー
ゼの役割

永井ほか1名
岩手生物工学研
究センター

シイタケ交配菌株群の木材腐朽力の変
異と早生系菌床栽培菌株の選抜

種坂ほか4名 近畿大学ほか

栽培シイタケにおける2本鎖RNA因子の
検出

太田ほか6名 （株）北研ほか

シイタケの栽培過程で検出された2本鎖
RNAについて

砂川ほか2名
（独）森林総合研
究所

シイタケ栽培培地へ添加したトレハロー
スの子実体への影響

寺嶋ほか4名
千葉県森林研究
センターほか

焼酎粕を利用した菌床キノコ栽培につい
て

新田ほか3名
宮崎県林業技術
センターほか

シイタケ菌床栽培における湯散布による
害虫駆除

高橋ほか6名 （株）北研

菌床シイタケ栽培施設におけるナガマド
キノコバエの捕獲試験

阿部ほか4名
徳島県森林林業
研究所

シイタケ菌床栽培におけるパルプ用針葉
樹チップの利用

中谷ほか1名
北海道立林産試
験場

シイタケ菌床栽培における菌床含水率及
び培養室湿度と腐朽の関係

岩本ほか2名 森産業（株）

菌床シイタケ栽培施設における上面シー
トの子実体発生に及ぼす影響

松谷ほか4名 （株）北研

菌床シイタケ栽培における黒ずみ現象の
発生調査

宗田
石川県林業試験
場

マテバシイおが粉のきのこ培地材料とし
ての特徴

寺嶋
千葉県農林総合
研究センター

1980年代以降のシイタケ生産の動向とト
レーサビリティー

板橋ほか2名 九州大学ほか

菌床シイタケ害虫ナガマドキノコバエ成虫
の繁殖能力

北島
（独）森林総合研
究所

菌床シイタケ栽培施設におけるナガマド
キノコバエの捕獲試験（Ⅱ）

阿部ほか4名
徳島県森林林業
研究所

シイタケを食害するキノコバエ類について 村上
大分県農林水産
研究センター

菌床シイタケの栽培要因が子実体形質
に及ぼす影響

成ほか4名 九州大学ほか

シイタケの食味における物性と香りの関
与

時本ほか2名
日本きのこセン
ターほか

シイタケ含有成分の原木樹種間差（Ⅰ）
－ミネラル、遊離アミノ酸－

久林ほか2名
長崎県総合農林
試験場ほか

第10回大会
（秋田）

第11回大会
（旭川）

第12回大会
（福岡）

表1　きのこ学会におけるシイタケ関連の発表

 

0 0 6 31 47 8166 116 110
123 124

142
260

258 310
329

228
181

186
193

244
196

228 214
79

53

55 33 102 91

0

200

400

600

800

0% 20% 40% 60% 80% 100%

置換率

収

量
　
g

培
地

LL L M S SS

図1　広葉樹チップダストの有効性
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　最近では，うま味や香り等の特性を生かす技術開発

が行われています。この例としては，シイタケの香り

に対する消費者の嗜好特性を探るとともに，その嗜好

特性に合せてシイタケの香りを制御する「香りを高め

たシイタケ」8）に関する開発があります。また，健康

機能成分を高める技術開発が行われています。この例

としては，シイタケ特有の成分でコレステロールを下

げる働きを持ったエリタデニンを多く含むシイタケの

開発 9）やビタミン B1 とトレハロースを多く含むシイ

タケの開発 10）があります。

　当場では， 14 ～ 16 年度に「菌床栽培におけるシイ

タケの機能性付与技術の開発」11）に取り組み，有用

なビタミンおよびミネラルを多く含むシイタケ作出の

可能性を見出しました。

おわりに

　誌面の都合上，多くを取り上げることはできません

でしたが，シイタケ菌床栽培ひとつをとっても種々の

栽培形態があり，多くの課題があることを紹介しまし

た。そして，それぞれの課題や目的に向けて様々な取

り組みが行われています。

　北海道のシイタケ生産は，量のみの追求ではなく

マーケットや消費者に求められる高品質なシイタケ生

産を目指す方向へと変わってきています。
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